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０.はじめに 
 

 本書は、”アルビクス”マトリックススイッチャー ＦＭＸ／ＲＭＸシリーズ を 外 部 制 御 す 

る 際 に用意されている２つの インターフェイス「ＲＳ－２３２Ｃ」と「セントロニクス準拠プリ

ンタインターフェイス」について記述したものです。 

 本書の前半(１～６章)に 一般的な外部制御の通信手段でもある「ＲＳ－２３２Ｃ」のインターフェ

イスについて、後半にはパソコンとプリンタとのインターフェイスでよく用いられる「セントロニク

ス準拠プリンタインターフェイス」について述べています。 

 本書の最後の章では両方のインターフェイスでの共通事項であるコマンド(ホストからのＦＭＸ／Ｒ

ＭＸへの命令) を説明します。 

 

 インターフェイス別にみた特徴 

 

 2つのインターフェースにおける特徴を記します。 

 ●ＲＳ－２３２Ｃ 

・ホストとＦＭＸ／ＲＭＸとの間を半２重の双方向通信で結びます。これによりＦＭＸ／Ｒ

ＭＸが命令に対する応答を返すので、実行状態の把握が容易にできます。 

 

・配線もわずか７本程度を接続するだけで良く配線コストも低くなります。またＲＳ－２３

２Ｃ自体の規格が１５～２０ｍぐらいまで延ばせるので、同じ室内に配置する場合でもか

なりの距離をカバーできます。 

 

・ＲＳ－２３２Ｃはパソコン上のＯＳでもサポートされている場合が多く、またBASICなど

の高級言語では入出力の手段として標準でサポートされている事があるのでアプリケー

ションを作成する事が容易になると考えられます。 

 

●プリンタインターフェイス 

・1文字のデータ(８ビットとする)をやりとりするのに1回の出力(送信)で済むので、高速な通

信が可能になります。半面ケーブルの長さは１．５ｍ程度までしか延ばせません。また、

一部のパソコンでは片方向にしかデータを出力できないので(ホストからＦＭＸ／ＲＭＸへ

の出力のみ)ＦＭＸ／ＲＭＸの実行状態を把握するのはアプリケーションでは不可能になり

ます。上の理由によりプリンタインターフェースではＦＭＸ／ＲＭＸは応答を返すことを

しません。 

 

・通信アプリケーションの信頼性という点で ＲＳ－２３２Ｃの方が優れています。プリンタ

インターフェイスはどちらかというとホストとＦＭＸ／ＲＭＸの距離が極めて近く、且つ

通信の頻度が低い(ＦＭＸ／ＲＭＸを完全に制御するのでは無く半自動化する程度)ぐらいの

小さな規模で用いられる事が得策だと思われます。 
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1.RS-232C 仕様 

 

結線 

ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ(RS-232C)  FMX／RMX ｼﾘ-ｽﾞ(RS-232C) 

RxD
RTS
CTS
DSR
SG

2
3
4
5
6
7

RxD
TxD3

2TxD

4
5
6
7
820DTR

DTR
SG
DSR
RTS
CTS

 
D-SUB 25ピン                 D-SUB 9ピン(ﾒｽ) 

(日本電気製PC-9800ｼﾘｰｽﾞと互換機) 

 

RXD

RTS
CTS

DSR
SG

2
3
4
5
6
7

RXD
TXD3

2
TXD

4
5
6
7
88

DTR DTR
SG
DSR
RTS
CTS

DCD 1

●

 
D-SUB 9ﾋﾟﾝ 

(IBM  PC/ATと互換機) 

※通信ケーブルの配線は必ず上記の結線図に従う様にお願いします。 

これ以外の結線で通信を行なうとデータ送受信のタイミングが狂い、誤動作の原因になるおそれが

あります。 
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通信モード 

通信方式 調歩同期 

ボーレート* 9600 ﾎﾞ- (2400/4800/9600まで可変) 

ﾃﾞ-ﾀﾋﾞｯﾄ長 8ﾋﾞｯﾄ 

ﾊﾟﾘﾃｲﾁｪｯｸ なし 

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ 1ﾋﾞｯﾄ 

※出荷時の設定は特に指定のない限り、9600ボーで設定してあります。 

※ボーレートはＤＩＰスイッチにて変更可能（ →５．”ボーレートの変更” を参照して下さい） 
 

インターフェース信号とコネクタ形状 

端子番号    信号名

   １         DCD

  ２         RXD

  ３         TXD

 ４         DTR

５         SG

６         DSR

７         RTS

８         CTS

９         NC

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

6........9

1............5

 
                   Ｄ－ｓｕｂ９ピン メスコネクタ 

 ４



２．RS-232C制御ｺ-ﾄﾞ 

記号 ｺ-ﾄﾞ 内容 

STX 02h コマンドの開始を表す。 

ETX 03h コマンドの終了を表す｡ 

ACK 06h コマンドが正常終了した場合返される。 

NAK 15h コマンドが異常終了した場合返される。 

ENQ 05h RS-232C制御に移る。（ﾊﾟﾈﾙｽｲｯﾁをﾛｯｸs） 

EOT 04h RS-232C制御の解除。 

NOP 00h 無処理でACKを返送する。 

 

ｺﾏﾝﾄﾞ受信時の外見上の動作 

 ホストからＲＳ－２３２Ｃを経由して ENQ(05h)を受信すると、フロントパネルの入力選択ス

イッチを点灯します。このスイッチが点灯している間はホストからのコマンドを受け付ける事ができ

ます。その間はフロントパネルからの操作は受け付けなくなります。 

 EOT(04h)を受信するとスイッチが消灯します。これによりフロントパネルからの操作が可能にな

ります。 
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３．RS-232C通信シーケンス 

（１）正常通信時シーケンス 

 
EOT 

04h 

ﾃｷｽﾄ ETX

03h

STX

02h

ENQ 

05h  
ホスト  

ACK 

06h 

ACK

06h

ACK 

06h 

 

 

 FMX/RMX 
 

 

 

 

 （２）異常通信時 ～ ホストの通信データ間が 0.5秒以上空いた場合 ～ 

 

ホスト

FMX/RMX

STX
02h ﾃｷｽﾄ

NAK

15h

0.5秒以上
0.5秒以上

NAK

15h

 
 

 

 

（３）異常通信時 ～ ケーブルの誤配線で ＦＭＸ／ＲＭＸから応答が返せない時 ～ 

 

ホスト

FMX/RMX

ENQ
05h

１秒以上

この時点でLEDが点灯する

STX
02h

ETX
03h

１秒以上

ここでポイントが
切り替わる

(送信不可のため)
(送信不可のため)

ﾃｷｽﾄ
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４．RS-232C制御コマンド 
 

 

制御コマンド一覧 

 

 

機能 

 

 

ｺﾏﾝﾄﾞ 

 

 

内容 

 

通信開始 

 

 

ENQ 

05h 

ＲＳ－２３２Ｃによる通信を開始する 

 

 

通信終了 

 

 

EOT 

04h 

ＲＳ－２３２Ｃによる制御を終了する 

 

入力／出力の指定 

 

 

Ｍ 

4Dh 

１つのポイントを入力と出力を指定して切り換え

る。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはコマンド詳細を参照の事。 

 

出力の指定 

 

 

Ｐ  Ｗ  Ｄ 

50h  57h  44h

複数の出力を一斉に切り換える。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはコ

マンド詳細を参照の事。 

 

ﾒﾓﾘ登録 

 

 

Ｐ Ｓ 

50h  53h  

現在の入出力の設定をﾒﾓﾘに登録する。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ

は詳細を参照の事。 

 

ﾒﾓﾘ呼出 

 

 

Ｐ  Ｄ 

50h  44h 

ﾒﾓﾘに登録した内容を呼び出す。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはｺﾏﾝ

ﾄﾞ詳細を参照の事。 

 

拡張メモリ登録 

ﾒﾓﾘ登録＋出力指定 

 

Ｐ  Ｗ  Ｓ 

50h  57h  53h

複数の出力を指定して、ﾒﾓﾘに登録する。但し、現

在の入出力の設定には影響しない。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはｺ

ﾏﾝﾄﾞ詳細を参照の事。 

 

入出力の取得 

 

Ｐ  Ｒ  Ｄ 

50h  52h  44h

現在の入出力の設定をﾃｷｽﾄ形式でホストに返送す

る。 

返送するﾃｷｽﾄのﾌｫｰﾏｯﾄはｺﾏﾝﾄﾞ詳細を参照の事。 

 

 

ﾒﾓﾘ内容の取得 

 

 

Ｐ  Ｒ  Ｓ 

50h  52h  53h

ﾒﾓﾘに登録した内容をﾃｷｽﾄ形式でホストに返送す

る。 

返送するﾃｷｽﾄのﾌｫｰﾏｯﾄはｺﾏﾝﾄﾞ詳細を参照の事。 
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５．ボーレートの変更 
  

本機は基板上のＤｉｐスイッチの設定を変えることによりボーレートを変更できます。 

変更の手順は以下の通りです。 
 

１：ＦＭＸ本体の電源を切ります。 

 

２：フロントパネルを取り外します。 

 

  
 
 

３：Ｄｉｐスイッチのある基板をスロットから引き抜きます。 

  この際に注意することは、ＦＭＸ／ＲＭＸの機種によって基板の挿入されている位置 

 が異なります。 

 

 

FMX-88

FMX-1212 / 1616

設定用のＤｉｐｽｲｯﾁがある

この位置の基板にﾎﾞｰﾚｰﾄ

 

 ８



 
 

１：ＲＭＸ本体の電源を切ります。 

 

２：フロントパネルを取り外します。 

 

  
 
３：天板を取り外します。 

 

・両側板上部５本のビスのうち、前３本計６本を外します。 

・リアパネル上部４本のビスを外します。 

 

 

 
リアパネル上部のビス

 

 

 
°°
°

°

°

側板のビス  

 

 
側板のビス 

 

 

 

 

 

 

 この基板にボーレート

設定用のＤＩＰスイッ

チがある。 
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４：基板上のスイッチの配置と設定方法を下記に示します。 

 
ボーレート設定スイッチのある基板 

 

1200

2400

4800

9600

ボーレート設定用のＤｉｐスイッチ

コ
ネ
ク
タ

1
2
3
4

スイッチ

カードプラ

 
 

 

 

スイッチ
ボーレート

１２００

２４００

４８００

９６００

１ ２ ３ ４

ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＦＦ

ＯＦＦＯＦＦＯＮ

ＯＮ

ＯＮ

 
 

◎注意... 

上の表を参照して下さい。スイッチは１つだけＯＮになります。 

２つ以上をＯＮにすると正常に動作しなくなるので間違えないようにして下さい。 

 

○出荷時の設定は特に指定のない限り９６００ボーで設定してあります。 

 

＊Ｄｉｐスイッチを変更した後は、基板を本体に確実に挿入して下さい。 
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６．ｾﾝﾄﾛﾆｸｽ準拠ﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 仕様 
 

結線 
ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ(ﾌﾟﾘﾝﾀ接続ｺﾈｸﾀ)     ＦＭＸ／ＲＭＸｼﾘｰｽﾞ(PARALELLｺﾈｸﾀ) 

   

2
3
4
5
6
7

3
2

4
5
6
7
8

1PSTB

PDB0

PDB1

PDB2

PDB3

PDB4

PDB5

PDB6

PDB7

NC

1

8
9
10
11
12
13
14

NC

NC

BUSY

GND

9
10
11
12
13
14

PSTB

PDB0

PDB1

PDB2

PDB3

PDB4

PDB5

PDB6

PDB7

NC

NC

NC

BUSY

GND    
   ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ14ピン         ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ14ピン 

      (日本電気製PC-9800ｼﾘｰｽﾞと互換機) 

   

2
3
4
5
6
7

3
2

4
5
6
7
8

1PSTB

PDB0

PDB1

PDB2

PDB3

PDB4

PDB5

PDB6

PDB7

ACK

1

8
9
10
11
12
13

18

PE

ｾﾚｸﾄ

BUSY

GND

9
10
11
12
13
14

PSTB

PDB0

PDB1

PDB2

PDB3

PDB4

PDB5

PDB6

PDB7

NC

NC

NC

BUSY

GND紙送り

ｱﾗｰﾑ

初期化

NC

14

15

16

17

 
   D-Sub25ﾋﾟﾝ            ｱﾝﾌｪﾉｰﾙ14ﾋﾟﾝ 

             (IBM PC/ATと互換機) 
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ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ信号とコネクタ形状 

端子番号          信号名

  １              PSTB

  ２              PDB0

  ３              PDB1

  ４              PDB2

  ５              PDB3

  ６              PDB4

  ７              PDB5

  ８              PDB6

  ９              PDB7

 １０             NC

 １１             BUSY

 １２             NC

 １３             NC

 １４             GND

1..................7

8.................14
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７．ﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ制御ｺ-ﾄﾞ 
 

記号 ｺ-ﾄﾞ 内容 

STX 02h ｺﾏﾝﾄﾞの開始を表す。 

ETX 03h ｺﾏﾝﾄﾞの終了を表す｡ 

ENQ 05h ｾﾝﾄﾛ準拠ﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝﾀｰﾌｪｲｽによる制御に移る。(ﾊﾟﾈﾙ

ｽｲｯﾁをﾛｯｸ) 

EOT 04h ｾﾝﾄﾛ準拠ﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝﾀｰﾌｪｲｽによる制御の解除。 

 

 

コマンド受信時の外見上の動作 
 

ＦＭＸ／ＲＭＸはホストからプリンタインターフェイスを経由してENQ(05h)を受信するとフロ

ントパネルの出力選択スイッチを点灯します。このスイッチが点灯している間はホストからのコ

マンドを受け付ける事ができます。その間はフロントパネルからの操作は受け付けなくなります。

EOT(04h)を受信するとスイッチが消灯します。これによりフロントパネルからの操作が可能に

なります。
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８．ﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ通信シーケンス 

 

プリンタインターフェイスは通常のプリンタへの出力と同様の手順で行ないます。 

従って、データは ホストからの送信のみの一方通行となります。制御線のタイミング 

は下記のチャートを目安にしてください。 

 

 

PDB0～7 

PSTB

BUSY  
 
 

 

制御線の BUSY が Hi の間は ＦＭＸ／ＲＭＸはデータを受け取れません。 

 

 

 

○制御コマンドの送信シーケンス 

ホスト

ENQ

FMX/RMX
ﾌﾛﾝﾄﾊﾟﾈﾙの
出力選択ｽｲｯﾁが点灯する

STX テキスト ETX

ﾎﾟｲﾝﾄが切り換わる
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９．ﾌﾟﾘﾝﾀｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ制御コマンド 
 

制御コマンド一覧 

                                                                             

 

機能 

 

 

コマンド 

 

 

内容 

 

通信開始 

 

 

ENQ 

05h 

プリンタインターフェースによる通信を開始する 

 

 

通信終了 

 

 

EOT 

04h 

プリンタインターフェースによる制御を終了する 

 

入力／出力の指定 

 

 

Ｍ 

4Dh 

１つのポイントを入力と出力を指定して切り換え

る。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはｺﾏﾝﾄﾞ詳細を参照の事。 

 

出力の指定 

 

 

Ｐ  Ｗ  Ｄ 
50h  57h  44h

複数の出力を一斉に切り換える。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはｺﾏﾝ

ﾄﾞ詳細を参照の事。 

 

メモリ登録 

 

 

Ｐ Ｓ 
50h  53h  

現在の入出力の設定をﾒﾓﾘに登録する。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ

はｺﾏﾝﾄﾞ詳細を参照の事。 

 

メモリ呼出 

 

Ｐ   Ｄ 
50h   44ｈ 

ﾒﾓﾘに登録した内容を呼び出す。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはｺﾏﾝ

ﾄﾞ 

詳細を参照の事。 

                   

拡張 メモリ登録 

ﾒﾓﾘ登録＋出力指定 

 

Ｐ  Ｗ  Ｓ 
50h  57h  53h

複数の出力を指定して、ﾒﾓﾘに登録する。但し、現

在の入出力の設定には影響しない。ｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄはｺ

ﾏﾝﾄﾞ詳細を参照の事。 

 

上記の様にコマンド体系はＲＳ－２３２Ｃによるものとほぼ同一です。但し、ＦＭＸ／ＲＭＸか

らACK/NAK による応答がないことの点で異なります。 

コマンドにおいてもいくつかのコマンドの使用が制限されていたり、あるいはまったく使用でき

ないコマンドもあります。例えば入出力の取得とメモリ内容の取得は、テキストをＦＭＸ／ＲＭ

Ｘから出力しなければならないので使用する事ができません。 

さらに他のコマンドでも、不正なコマンドの送信に対する否定応答が返送できないため、誤った

内容のコマンドを送信してもアプリケーションでは感知できない事になります。 
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１０．コマンド詳細 
 

ＦＭＸ／ＲＭＸのコマンド群を個別にまとめたものが、次ページからのコマンドリファレンスに

なります。 

 

ここで コマンド のパラメータ としてよく登場する 入力番号 と 出力番号の指定は、 

"1" ～ "16" (31h ～ 31h+36h) までの範囲 になりますが、"9" を こ え る 指定は、 

２バイトで指定しなければなりません。 

しかし、これを１バイトで表現することも可能です。 

 

 

指定する文字列             省略形

"10"                     ":"

"11"                     ";"

"12"                     "<"

"13"                     "="

"14"                     ">"

"15"                     "?"

"16"                     "@"
 

 

よって入力／出力番号ともに１０番以降の省略形は ":"(3Ah) ～ "@"(40h)の1文字で済ますこ

とができます。 

 

例) 12番の入力を 15番の出力へ切り換える。 

    → Ｍ＜．Ｖ？ 

 

1番の出力から16番の出力を、1番の入力から16番の入力へ切り換える。 

→ ＰＷＤＶ１．２．３．４．５．６．７．８．９.：．；．＜．＝．＞．？．＠ 

 

 
 

 

  注：コマンドリファレンスはＲＳ－２３２Ｃを中心に構成してあります。 

 

プリンタインターフェースでコマンドを送信する場合は、応答(ACK/NAK)が返送され 

ません。 

また、プリンタインターフェースでは コマンドＰＲＤとコマンドＰＲＳを使用する 

ことはできません。 
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１０．１  入力／出力の指定  （コマンドＭ） 
 

□ 機 能 □ １対の入力と出力を１つまたは複数指定する。 

 

 

□ 書 式 □ STX Ｍ入力.Ｖ出力.入力.Ｖ出力．．．入力.Ｖ出力ETX 

{ １組 }  { ２組  }  { １６組  } 

 

 

□  例  □ １番の入力を３番に出力、５番の入力を７番に出力する。 
STX Ｍ １  .   Ｖ  ３  .   ５  .   Ｖ  ７  ETX 

02h  4Dh  31h  2Eh  56h  33h  2Eh  35h  2Eh  56h  37h  03h 

 

出力４番を オフ にする。 

STX  Ｍ   Ｏ   Ｆ   Ｆ   .    Ｖ   ３   ETX 

02h  4Dh  4Fh  46h  46h  2Eh  56h  33h  03h 

 

１０番の入力を全部の出力に設定する。 

STX   Ｍ   １   ０   .    Ａ   Ｌ   Ｌ   ETX 

02h   4Dh  31h  30h  2Eh  41h  4Ch  4Ch  03h 

 

 

□ 説 明 □ 本コマンドは入力番号と出力番号を１対にして入出力を指定します。 
出力番号にｷｰﾜｰﾄﾞ"ＡＬＬ"を使うと１つの入力を全ての出力に設定することが 

できます。 

又、入力番号にｷｰﾜｰﾄﾞ"ＯＦＦ"を使うと出力をオフ(無信号)にできます。 

従来までは1対の入力／出力しか指定できませんでしたが、複数の対の入力／出力 

(出力数の都合上１６対まで)を羅列する事が可能になりました。これにより任意 

の数の入力／出力の設定を１回の送信で済ますことができます。 

 

 

□ 注 意 □ 以下の例では、後に指定した入力が(この例では５番)出力３に設定されます。 
STX Ｍ   ２   .    Ｖ   ３   .    ５   .    Ｖ   ３   ETX 

02h    4Dh  32h  2Eh  56h  33h  2Eh  35h  2Eh  56h  33h  03h 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：プリンタインターフェイスでコマンドを送信する場合は、応答(ACK/NAK)が返送されません。 
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１０.２ 出力の指定  （コマンドＰＷＤ） 
 

□ 機 能 □ 出力を全出力分指定する。 

 

 

□ 書 式 □ STXＰＷＤＶ出力1の入力番号.出力2の入力番号.出力3の入力番号.出力4の 

入力番号.．．．出力16の入力番号 ETX 

 

 

□  例  □ 出力1に入力10、出力2に入力11、(略)出力16に入力1を指定。 
STX Ｐ  Ｗ  Ｄ  Ｖ  １  ０  .  １   １  .  略 . １   ETX 

02h  50h  57h  44h  56h  31h   30h  2Eh  31h  31h    2Eh    2Eh  31h  03h 

 

 

□ 説 明 □ 本コマンドは順番に入力を設定していくコマンドです。 

コマンドＭとの相違点は、出力番号をいちいち指定する煩わしさが軽減されてい

ます。 

又、入力番号にｷｰﾜｰﾄﾞ"ＯＦＦ"を使うと出力をオフ(無信号)にできます。 

予め全部の出力を変更するのがわかっている時にこのコマンドを使用すれば、少

ないバイト数の送受信で効率の良い入出力の設定が可能です。 

又、スイッチャのシステム内部でもコマンドＭを受信した場合、入力と出力の対

応を展開しなければならずそのための演算処理が入ります。 

しかしコマンドＰＷＤでは前述の演算処理が無い為、高速な応答が可能になりま

す。 

 

 

□ 注 意 □ このコマンドは全部の出力を設定します。そのため、途中の入力番号 
設定を省略することはできません。 

 

以前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝでは途中の省略ができましたが、コマンドＭが機能を追加して同様

の機能が実現できるので途中省略は対応しておりません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：プリンタインターフェイスでコマンドを送信する場合は、応答(ACK/NAK)が返送されません。 
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１０．３ メモリ登録  （コマンドＰＳ） 
 

□ 機 能 □ 現在の入出力の設定をメモリに登録します。 

 

 

□ 書 式 □ STX Ｐ Ｓ 登録番号 ETX 

 

 

 

□  例  □ 現在の入出力の設定を７番のメモリに登録する。 
STX Ｐ Ｓ ７ ETX 

02h  50h  53h  37h  03h 

 

 

 

□ 説 明 □メモリの登録数は１～５０までです。 

０または５１以上を指定すると否定応答(NAK)を返送します。 

 

 
注：プリンタインターフェイスでコマンドを送信する場合は、応答(ACK/NAK)が返送されません。 
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１０．４ メモリ呼出  （コマンドＰＤ） 
 

□ 機 能 □ メモリの内容を呼び出し、入出力を設定する。 

 

 

□ 書 式 □ STXＰＤ登録番号ETX 

 

 

□  例  □ ３番のメモリを呼び出す。 
STX Ｐ Ｄ ３ ETX 

02h  50h  44h  33h  03h 

 

 

 

□ 説 明 □ メモリの登録数は１～５０までです。 

０または５１以上を指定すると否定応答(NAK)を返送します。 

 

 

 
注：プリンタインターフェイスでコマンドを送信する場合は、応答(ACK/NAK)が返送されません。 
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１０．５ 拡張メモリ登録  （コマンドＰＷＳ） 
 

□ 機 能 □ コマンドＰＷＤと同様の出力指定を、メモリに登録します。 

 

 

□ 書 式 □ STX ＰＷＳ 登録番号 . Ｖ 出力1の入力番号.出力2の入力番号.出力3の

入力番号.出力4の入力番号.．．．出力16の入力番号 ETX 

 

 

□  例  □ １５番のメモリに、入出力を設定し、登録する。 
STX Ｐ  Ｗ  Ｓ １  ５  .  Ｖ  １  .  ３  .  略 ETX 

02h 50h   57h   53h  31h  35h   2Eh  56h   31h   2Eh   33h  2Eh   03h 

 

 

□ 説 明 □ コマンドＰＷＤの書式に従って入出力を設定し、コマンドＰＳのように登録番号

でメモリに登録します。 

 

 

 

□ 注 意 □ コマンドＰＷＤでの説明と重複しますが、このコマンドは全部の出力を設定しま

す。そのため、途中の入力番号設定を省略することはできません。 

 

メモリの登録数は１～５０までです。 

 

０または５１以上を指定すると否定応答(NAK)を返送します。 

 

 
注：プリンタインターフェイスでコマンドを送信する場合は、応答(ACK/NAK)が返送されません。 
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１０．６ 入出力の取得 （コマンドＰＲＤ） 
 

□ 機 能 □ 現在の入出力の設定をテキスト形式で返送する。 

 

 

□ 書 式 □ STX Ｐ Ｒ Ｄ ETX 

 

 

□  例  □ 現在の入出力の設定を取得する。 
STX Ｐ  Ｒ  Ｄ  ETX 

02h 50h  52h  44h  03h 

 

 

□ 説 明 □ 現在のＦＭＸ／ＲＭＸの入出力をASCIIコード形式の文字列で取得します。 

返送するテキストのフォーマットは下記の通りです。 

 
STX  Ｖ  出力1の入力番号   ,   出力2の入力番号   ,    出力3の入力番号 

02h  56h  "1"～"16"       2Ch "1"～"16"         2Ch  "1"～"16" 

．．．出力16の入力番号    ETX 

     "1"～"16"         03h 

 

これはつまり、コマンドＰＷＤやＰＷＳの出力指定の時のフォーマットです。 

 

ＦＭＸ／ＲＭＸシリーズは、外部ホストからの出力指定とホストに対する返送情

報をごく単純な同一フォーマットにし、これによりホスト内部のアプリケーショ

ンを簡潔な記述にできるよう配慮されています。 

 

 

 
注：このコマンドはプリンタインターフェイスでは使用できません。 
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１０．７ メモリ内容の取得  （コマンドＰＲＳ） 
 

□ 機 能 □ メモリに登録した内容をテキスト形式で返送する。 

 

 

□ 書 式 □ STX Ｐ Ｒ Ｓ 登録番号 ETX 

 

 

□  例  □ メモリの８番の内容を取得する。 
STX  Ｐ  Ｒ  Ｓ  ８  ETX 

02h   50h  52h  53h  38h  03h 

 

 

□ 説 明 □ このコマンドもコマンドＰＲＤと同様にＡＳＣＩＩコード形式の文字列で、登録
番号で指定したメモリの内容を返送します。 

返送するテキストのフォーマットは下記の通りです。 

STX  出力1の入力番号  ,  出力2の入力番号  ,  出力3の入力番号 
02h   "1"～"16"           2Ch  "1"～"16"          2Ch  "1"～"16" 

．．．出力16の入力番号 ETX 
      "1"～"16"             03h 

 

 
登録番号は １～５０までです。 

 

 

 
注：このコマンドはプリンタインターフェイスでは使用できません。 
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１１．トラブルシューティング 
 

（１）通信開始（ENQ）を送信できない。 

・ボーレートの設定は、ホストとＦＭＸ／ＲＭＸで一致していますか？ 

両方のボーレートが一致していないと通信可能な状態になりません。 

５．ボーレートの変更を参照してボーレート設定スイッチを確認して下さい。 

 

・通信モードは、ホストとＦＭＸ／ＲＭＸで一致していますか？ 

１．ＲＳ－２３２Ｃ仕様の通信モードを参照して下さい。ＦＭＸ／ＲＭＸはデータ長８ビット、 

パリティチェック無し、ストップビット１ビットになっています。 

ホスト側の通信モードもこれと一致してないと送信データが正常に送れません。 

ホストの通信モードをＦＭＸ／ＲＭＸの通信モードに合わせてください。 

 

・ホスト側の通信ケーブルの配線（２５ピン）は正しいですか？ 

ホスト側の通信制御線 ＣＴＳ（５番ピン）、ＤＳＲ（６番ピン）の結線を 

怠るとホストが送信可能な状態にならず、従ってENQを送信できない状態に 

なっている可能性が考えられます。 

１．RS-232C仕様の結線を参照して正しい結線に直してください。 

 

（２）通信開始は送信できたが、応答(ACK)が受信できない。 

・ＦＭＸ／ＲＭＸ側の通信ケーブルの配線（９ピン）は正しいですか？ 

ＦＭＸ／ＲＭＸ側の通信制御線 ＣＴＳ（８番ピン）、ＤＳＲ（６番ピン）の結線を 

怠るとＦＭＸ／ＲＭＸが送信可能な状態にならず、ACKを返送できない状態になっている 

可能性が考えられます。 

１．RS-232C仕様の結線を参照して正しい結線に直してください。 

 

（３）映像／音声が切り換わるのに時間がかかる(1秒前後) 

・ＦＭＸ／ＲＭＸ側の通信ケーブルの配線（９ピン）は正しいですか？ 

ＦＭＸ／ＲＭＸ側の通信制御線 ＣＴＳ（８番ピン）、ＤＳＲ（６番ピン）の結線を怠ると 

ＦＭＸ／ＲＭＸが送信可能な状態にならず、ACKを返送できない状態になっている可能性が

考えられます。 

そのためにＦＭＸ／ＲＭＸが送信可能になるまでウェイトし(1秒前後)、その後に映像と音声

を切り換えるため、この症状が現れます。 

１．RS-232C仕様の結線を参照して正しい結線に直してください。 

なお、この症状は３．通信シーケンスの(3)異常通信時～ケーブルの誤配線でＦＭＸ／ＲＭＸ

から応答が返せない時～のシーケンスに該当しますので、そちらを参照してみてください。 
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（４）データのビット化け、ビット抜けが発生する。 

・信号線にノイズが混入している。 

通信ケーブルをシールドしたり、フレイムグランドをとるなどの措置をご検討ください。 

 

・RS-232Cのラインを延ばし過ぎている。 

ボーレートにもよりますが、RS-232Cの使用距離は最長で１５ｍ～２０ｍ以内です。 

ラインの距離が長い場合、ボーレートを一旦1200ボーまで下げて試してみて下さい。 

あるいは伝送ラインのRS-422変換をご検討ください。 

 

（５）テキスト送信中にＦＭＸ／ＲＭＸからNAK(15h)を受信してしまう。 

・送信テキストの文字間が0.5秒以上空いている 

ホストからデータを送信する際、送信する間隔が空きすぎている(約0.5秒以上)可能性があり

ます。送信する文字の間隔は0.5秒未満にして、間断無く送る様にして見て下さい。 

この症状は３．通信シーケンスの(2)異常通信時～ホストの通信データ間が0.5秒以上空いた場

合～のシーケンスに該当しますので、そちらを参照して見て下さい。 

 

・通信テキストの終端にETX(03h)を付加していない。 

ＦＭＸ／ＲＭＸはＥＴＸ受信による通信の完了を終えていないと判断し、最後の文字を受信し

てから0.5秒後にテキストタイムアウトの旨をホストに通知しています。 

またその逆にSTX(02h)を付加していない場合は、コマンドを全く受け付けず、従ってﾎｽﾄは1

文字送信する毎にNAK(15h)を受信します。 

 

（６）コマンドの送信は正常だが、ＦＭＸ／ＲＭＸの動作が追従しない。 

・ケーブルの配線が1.ＲＳ－２３２Ｃ仕様の結線に従っていない。 

ＲＳ－２３２Ｃは最低３本の線が接続されていれば送受信ができますが、送信と受信が勝手な

タイミングで行なわれてしまい、お互いに同期しなくなってしまいます。 

こんな理由から１．ＲＳ－２３２Ｃ仕様の結線の仕様は、送信と受信の同期を合わせられる様

に制御線を割り当てています。 

これに従っていない場合はホストの送信が早すぎて、ＦＭＸ／ＲＭＸが受信をとりこぼして 

いるためにお互いの同期ができなくなっている可能性があります。 

従ってこの結線になっていない場合は、コマンドと次のコマンドの間を最低0.3秒以上空けて 

ＦＭＸ／ＲＭＸとの同期を取る様にお願いします。 
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お問い合わせ先 
 

お買い上げいただきました弊社製品につい 

てのアフターサービスは、お買い上げの販 

売店におたずねください。 

なお、販売店が不明の場合は弊社へお手数 

でもご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品の操作方法に関するお問い合わせは 

ＴＥＬ 

担 当 

販売店：

故障・保守サービスのお問い合わせは

 無断転載禁止 

アルビクス株式会社  
 
〒９５９－０２１４ 

新潟県燕市吉田法花堂１９７４－１ 

ＴＥＬ：０２５６－９３－５０３5 

ＦＡＸ：０２５６－９３－５０３８ 
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